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2024 年 4 月 18 日 

 国立文化財機構 文化財活用センター 

キヤノン株式会社 

 

国宝「唐獅子図屏風」の高精細複製品をキヤノン株式会社との共同研究で制作 

東京国立博物館にて 6 月 30 日まで一般公開 
 

国立文化財機構 文化財活用センターとキヤノン株式会社は、「文化財の高精細複製品の制作と活用に関する

共同研究プロジェクト」のもと、皇居三の丸尚蔵館が収蔵する国宝「唐獅子図屏風」の高精細複製品を制作しま

した。完成した高精細複製品は、東京国立博物館本館特別３室の体験型展示スペース「日本美術のとびら」にて、

2024 年 6 月 30 日※1 まで一般公開※2 します。 

 

 

文化財活用センターとキヤノンは、より多くの人に文化財に親しむ機会と、より深い文化体験を提供するこ

とを目的に、2018年 10月より共同研究プロジェクトを行なっています。これまでに 15件の高精細複製品を

制作し、ガラスケースに入れずに間近で細部まで鑑賞できる展示や、教育機関向けのアウトリーチプログラ

ム、映像と組み合わせた体験型展示など、オリジナルの文化財では叶わない鑑賞体験を実現してきました。 

今回、高精細複製品を制作した国宝「唐獅子図屏風」は、高さ 2m20cmを超える非常に大きな屏風で、右隻

は、織田信長や豊臣秀吉らに仕えた桃山画壇の巨匠・狩野永徳の代表作です。岩間を闊歩する二頭の堂々たる

獅子の姿が力強い筆法で描かれています。左隻は、永徳のひ孫にあたり、江戸時代前期に徳川家に仕えた絵

師・狩野常信が、右隻にあわせて制作したものです。現在は、右隻と左隻を合わせた一双屏風として伝えられ

ています。 

高精細複製品の制作には、キヤノンと特定非営利活動法人 京都文化協会が進める「綴プロジェクト」の技術

を活用しています。キヤノンの入力、画像処理、出力に至る先進のデジタル技術と、京都伝統工芸の匠（たく

み）の技との融合により、作品の大きさだけではなく、絵師の筆遣い、岩絵具の鮮やかな色、金箔や金具に至

るまで、オリジナルの文化財を限りなく忠実に再現しています。 

完成した高精細複製品は、東京国立博物館本館特別 3室の体験型展示スペース「日本美術のとびら」にて、

2024年６月 30日まで一般公開しています。ガラスケースに遮られずにご覧いただける複製品ならではの鑑賞

を通して、作品の迫力、力強い筆遣い、唐獅子の勇壮さなどを存分にご体感いただくことができます。 

 

「唐獅子図屏風」（右隻：国宝 狩野永徳筆 左隻：国宝附 狩野常信筆）の高精細複製品 
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なお、今回の制作工程を紹介する動画を、ぶんかつ YouTubeチャンネルに本日公開しました。最新のデジ

タルイメージング技術と伝統工芸の技の融合により実現する高精細複製品制作の裏側をぜひご覧ください。 

URL：https://youtu.be/wT3in63mgBI 

 

※1.展示期間は予告なく変更される場合があります。 

※2.総合文化展の入館料が必要です。詳細は東京国立博物館公式 WEB サイトをご覧ください。https://www.tnm.jp/ 

 

日本美術のとびらについて 

東京国立博物館に来たお客さまに、いちばん初めに訪れていただきたい展示室です。「とびら」のむこうに

広がる展示室で、もっと文化財が身近になるように、「みる〈日本文化紹介映像〉」「たのしむ〈日本美術の

デジタル年表〉」「かんじる〈高精細複製品〉」「さわる〈8Kで文化財 ふれる・まわせる名茶碗〉」の 4つ

のコーナーを設けています。 

どのコーナーでも、見て、体験することで、人から人へ受け継がれてきた文化財のすばらしさを体感できま

す。なお、「かんじる〈高精細複製品〉」コーナーでは、屏風や掛軸の高精細複製品を季節にあわせて展示し

ています。詳細は、文化財活用センターのホームページをご覧ください。 

▷「日本美術のとびら」https://cpcp.nich.go.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=dtl&id=24 

 

「綴プロジェクト」について 

「綴プロジェクト」は、京都文化協会とキヤノンが 2007年より共同で推進している社会貢献活動です。日本

古来の貴重な文化財には、歴史の中で海外に渡った作品や国宝として大切に保管されている作品など、鑑賞の機

会が限られているものが多くあります。「綴プロジェクト」では、キヤノンの入力、画像処理、出力に至る先進

のデジタル技術と、京都伝統工芸の匠（たくみ）の技との融合により、オリジナルの文化財を忠実に再現した高

精細複製品を制作しています。制作した高精細複製品は、文化財にゆかりのある社寺や自治体、博物館などへ寄

贈し、寄贈先での一般公開や学校教育の現場など、さまざまな場面で活用されています。これまでに、葛飾北斎

や俵屋宗達、尾形光琳の作品など、全 60作品の高精細複製品を制作しています。 

▷キヤノン「綴プロジェクト」ホームページ https://global.canon/ja/tsuzuri/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本件についての取材・お問い合わせ◇ 

国立文化財機構 文化財活用センター 
〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9 東京国立博物館東洋館 5階 

E-mail：cpcp@nich.go.jp TEL：03-5834-2856(直通)  FAX：03-5834-2857 

 
2018年に国立文化財機構に設置された、文化財活用のためのナショナル

センターです。「文化財を 1000年先、2000年先の未来に伝えるために、

すべての人びとが、考え、参加する社会をつくる」というビジョンを掲げ、 

「ひとりでも多くの人が文化財に親しむ機会をつくる」ことをミッションとし

て、さまざまな活動をしています。 

https://cpcp.nich.go.jp/ 

 

https://twitter.com/cpcp_nich 

X(Twitter) @cpcp_nich  

ぶんかつ【文化財活用センター】 

https://www.instagram.com/cpcp_nich/ 

Instagram @cpcp_nich  

ぶんかつ【文化財活用センター】 

YouTube @cpcpnich 

ぶんかつ【文化財活用センター】 

https://www.youtube.com/@cpcpnich/ 

文化財活用センター 
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